
数式を含む⽂書の作成⽅法 
 
Microsoft Word には数学的な構造 (分数，べき乗，積分など) をきれいに配置するための
「数式エディター」が標準搭載されています。 
 
【通常の数式 (分数を含む)】 
⼆次⽅程式 𝑎𝑥! + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0 の解の公式は，以下の通りである。 

𝑥 =
−𝑏 ± √𝑏! − 4𝑎𝑐

2𝑎  

ここで，判別式 𝐷 = 𝑏! − 4𝑎𝑐 が 𝐷 > 0 であれば，解は２つの異なる実数解をもつ。 
 
【三⾓関数などの例】 
三⾓関数は 𝑠𝑖𝑛	𝑥 ではなく sin 𝑥 などのように⼊⼒する。 

sin! 𝜃 + cos! 𝜃 = 1	
加法定理が成り⽴つ。 

sin(𝛼 + 𝛽) = sin 𝛼 cos 𝛽 + cos 𝛼 sin 𝛽 
 
区分的に滑らかな関数 𝑓(𝑥) のフーリエ級数は次のように表される。 

𝑓(𝑥) =
𝑎"
2 +?(𝑎# cos 𝑛𝑥 + 𝑏# sin 𝑛𝑥)
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【数式番号付きの例】 
オイラーの等式は次式で表される。 

𝑒'( + 1 = 0 (1) 
 
【⾏列を含む数式の例】 
2 ⾏ 2 列の正⽅⾏列の逆⾏列は次のように表される。 

A𝑎 𝑏
𝑐 𝑑C

)&
=

1
𝑎𝑑 − 𝑏𝑐 A

𝑑 −𝑏
−𝑐 𝑎 C 

 
【積分記号を含む数式の例】 
ガウス関数 𝑓(𝑥) = 𝑒)*! の積分は， 

D 𝑒)*!𝑑𝑥 = √𝜋
$

)$
(2) 

となる。 


